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いまや日本人の２人に一人ががんになるといわれています。もし、あなたやあなたの大切な人ががんと診断されたら、どう感じるでしょ
うか。大きな戸惑いや不安に悩まされるかもしれません。そんなとき、身体的な痛みはもちろん、患者さんやその家族の心の痛みにも
対応し、働き方や治療費のことなど患者さんの暮らしにまつわるあらゆる相談に応じる、当院にはそんな仕組みがあります。

［東部病院の緩和ケアチーム（一部スタッフ）］
前列向かって左から：
リハビリテーション部 平塚沙織、緩和ケア内科 奥澤星二郎
看護部 佐野紀美、リハビリテーション部 渡辺千尋
後列向かって左から：
医事企画室 地場秀爾、薬剤部 西 悠吾、心理室 水野将樹

精神科医・心理師による面談や投薬に
よってそれらを和らげるよう支援します。

す。そして、気持ちの余裕を取り戻すことがで
きれば、“その人らしい暮らし”を送ることに
もつながります。

専門チームがあなたを支えます
　当院には「緩和ケア」を専門とするチーム
があります。医師・看護師のほかに、薬剤師、
心理師などいろいろな職種が集まり、一丸と
なって患者さんの心と体の痛みを緩和し、社
会的・経済的な悩みを解決する手助けをし
ています。
　治療の開始にあたり、患者さんの承諾を得
てから、緩和ケアチームが主治医や担当の看
護師と連携してサポートを始めます。入院・
外来を問わず、患者さんご自身やご家族から
お問い合わせいただくことも可能です。まず
は、1階正面玄関近くの患者相談窓口（がん
相談支援センター）までご連絡を。または、
各診療科の担当医や看護師などにお声がけ
ください。

治療と共に支援も開始
　患者さんは、治療をしながら生活していく
際にいろいろな痛みやつらさを抱えます。こ
れを和らげ、患者さんをずっと支えていくため
のケアを「緩和ケア」といいます。当院では、が
んはもちろん、心不全などの患者さんを対象
に、この緩和ケアを行っています。
　「緩和ケア」というと、がん治療の終末期に
行われるものと思われがちですが、そうでは
ありません。診断されたその日から、患者さん
本人やそのご家族に対しても行われるもの
で、病気の進行の程度は問いません。
　なぜなら、がんなどの病気は、治療開始と
共に、疼痛・倦怠感などの「身体的な痛み」
のほかに、さまざまな種類の「心の痛み」によ
る不眠や抑うつ状態などを生じることがある
からです。体の治療と共に心も支える、それ
が緩和ケアです。
　そうすることで、患者さんは治療に前向き
に臨むことができ、よりよい経過を期待できま

痛みや抗がん剤の副作用、
気持ちの落ち込みなどによって
不眠になり、困っている。

職場にどう伝えるか・療養しながら働くにはどうしたらいい
かなど、就労に関する相談ができます。「高額療養費制度」
の利用方法をお伝えしたり、メディカルソーシャルワーカー
が治療費などの相談にものります。

このまま仕事を続けられるのか、
医療費を払っていけるのか、という不安がある。
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消化器外科医

がんと告げられた患者さんは… 患者さんの家族は…
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　緩和ケアチームは通常、患者さんからのご要望を受けて、あるいは主治医からの要
請を受けて、各診療科での治療と併せてサポートを開始します。
　入院患者さんの場合、平日は毎日病室におうかがいします。また入院患者さんでなく
とも、緩和ケア外来（要予約）で診療します。さらには通院が困難になった患者さん
には、自宅近くの訪問診療所や訪問看護ステーションに依頼し、自宅で良質な在宅ケ
アが受けられるように対応します。終末期ケアに関しても、緩和ケア病棟を有する近隣
施設の紹介も行います。

　チームの役目はいわば「心と体のよろず相談」。患者さんのQOL（生活の質）の改
善を図るのが目的です。例えば、がんの告知を受けた人の約3割が、ひと月以内に仕事
を辞めてしまうという数字もありますが、治療と就労を両立させる相談も行います。
　また、啓蒙活動として患者さんやご家族を対象とした「緩和ケア教室」や公開講座の
開催、院内外の医療従事者向けの研修会や研究会も行っています。よりよい緩和ケア
のために、他のがん診療連携拠点病院と連携を深めています。このようなさまざまな取
り組みによって、当院では「一歩先の緩和ケア」を目指しています。

　大きな手術はしないと決めたものの、不安でいっぱいでした。
ですが、看護師さんが受診に同席してくれて、家で困ったことや
心配なことがあったときには、電話ですぐに相談にのってもらいま
した。入院したときにはソーシャルワーカーさんが来てくれて、訪
問看護師さんやケアマネージャーさんに連絡を取ってくれたの
で、退院後の心配もせずにすみました。先生が「旅先に」と検査結
果を用意してくださったりして、好きな旅行にも出かけています。
相談できるところがあると、自分も家族も気持ちが楽になります。
ぜひ、相談にのってもらってください。

80代女性／膀胱がんで通院中

　大腸がんで、通院しながら手術と抗がん剤治療を受
けています。がんとわかったときも転移が見つかったとき
も、心理的につらかったのですが、悩みを聞いてもらうこ
とで安心できました。また抗がん剤治療でつらいときに、
いろいろアドバイスを受けたりして、少し楽になりまし
た。私たち患者が求めているのは、前向きな希望が持て
る言葉です。心から患者に寄り添ってくれている人たち
の励ましの言葉は心に響きます。緩和ケアは、絶対に必
要です！

50代女性／大腸がんで通院中

1階5番患者相談窓口
（平日8：30～17：30） 

東部病院がん相談支援センター

がん相談支援センター

ご相談・お問い合わせは
「がん相談支援センター」へ。

公開講座については、
4ページをご覧ください。

検索

当院制作
オリジナル動画公開中！

緩和ケアって何？

緩和ケアチームのリーダーとし
て、きめ細かな業務を実践でき
るよう、また効率よく機能を発
揮できるよう、チームを一つにま
とめる役割を担っています。

さまざまな症状をコントロール
するため、医師に薬を提案した
り、患者さんに服薬の指導をし
ます。

「高額療養費制度」など医療費
の支払いに関する制度のご紹
介、在宅療養や訪問看護の調
整、緩和ケア病棟への転院手
続きなど、多方面から生活全般
をサポートします。

在宅で療養される患者さんのた
めに、定期的にご自宅にうか
がって患者さんの状態などを詳
細に把握し、情報を医師などと
共有・連携します。

心の問題に対して、カウンセリン
グなどを行い、精神科医とも連携
の上、専門的にサポートします。

患者さんのご要望に応じ、ご自
宅や他病院など、院外のどこで
も良質な緩和ケアが継ぎ目なく
受けられるよう、当院は複数の
地域の病院や多くの訪問診療
所の先生方と密接に連携してい
ます。

患者さんの状態や嗜好に合わ
せ、食事の内容・量・回数・
温度を指導したり、栄養補助食
品の使用などを提案。病気や治
療による栄養障害の改善や栄
養状態の維持に努めます。

食事やトイレ、移動といった日
常生活動作を維持・改善する
ため、病状に合わせたリハビリ
を行い、充実した生活が送れる
ようにサポートします。

病気そのものの治療を行いなが
ら、並行して緩和ケアチームと
連携し、早期から緩和ケアを開
始します。

当院の「緩和ケアチーム」は、医師・看護師のほかに各種専門職からなり、みなが連携して患者さんのケアを行います。
連携は病院内だけにとどまりません。どんな職種がどんな役割を果たしているのか、ご紹介しましょう。
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深
い
思
い
や
り
だ
と
思
う
。

必
要
な
の
は
、
静
か
な
熱
意
や

LEADERS
リーダーたちが語る東部病院の医療

患者さんのデータ
を見ながら、看護
師や薬剤師と打ち
合わせ。緩和ケア
チームの他のメン
バーと情報を共有
し、どうしたら患者
さんにとってよりよ
い支援になるかを
さまざまな角度か
ら検討する。奥澤
の仕事において、と
ても重要な時間。

※DIY＝「Do It Yourself」の略。主に日曜大工のこと。

趣味のDIYはかな
りの腕前。木材の
裁断から仕上げの
塗装まで、全部自
分一人で行う。この
チェストは幅 270 
× 高さ180センチ
の大きな作品。使
いやすさを第一に
考え、設置スペー
スに合わせて独自
に設計・製作した。

ミニチュア・シュナウザーの愛
犬「ミルト」との散歩が奥澤の癒
やしになっている。家族という
存在の大きさを感じる瞬間でも
ある。

奥澤星二郎
緩和ケアセンター長・
緩和ケア内科専門部長・消化器外科医
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望
ま
れ
た
道
を
自
分
ら
し
く
歩
む

　

東
部
病
院
で
緩
和
ケ
ア
に
取
り
組

む
奥
澤
が
、
医
師
を
志
し
た
き
っ
か

け
は
、
高
校
生
の
時
。
同
郷
の
先
輩

の
言
葉
に
共
感
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

「
進
路
に
悩
ん
で
医
師
の
先
輩
に
相

談
し
た
ら
、『
ど
の
道
を
選
ぶ
か
は
問

題
で
は
な
く
、自
分
が
選
ん
だ
道
を
ど

う
自
分
ら
し
く
歩
む
か
が
重
要
だ
』

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
そ
の
人
の
生
き
方
に
も

憧
れ
て
医
学
部
を
目
指
し
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
な
っ
た
消
化
器
外
科
医

は
天
職
だ
と
感
じ
た
。
40
年
近
く

キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
手
術
を
中
心
に
が

ん
診
療
に
携
わ
る
中
で
、
緩
和
ケ
ア

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
い
く
つ
か
の
病
院
を
経

て
、
２
年
半
前
、
古
巣
の
済
生
会
神

奈
川
県
病
院
へ
復
帰
す
る
。そ
の
際
、

緩
和
ケ
ア
に
取
り
組
む
よ
う
依
頼
さ

れ
た
。

「
今
こ
う
し
て
緩
和
ケ
ア
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
、
私
に
は
自
然
の

流
れ
な
の
で
し
ょ
う
」

　

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
よ
り
も
、

周
囲
か
ら
望
ま
れ
る
こ
と
を
し
た
ほ

う
が
、仲
間
も
で
き
て
う
ま
く
い
く
。

そ
れ
が
奥
澤
の
考
え
方
だ
。

「
望
ま
れ
て
自
分
が
進
ん
だ
と
こ
ろ

で
頑
張
り
ま
す
」

　

そ
し
て
今
年
４
月
、
東
部
病
院
に

赴
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

患
者
さ
ん
の
心
の
声
に

耳
を
傾
け
て
共
に
悩
み
苦
し
む

　

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
、奥
澤
は「
困

り
ご
と
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
だ
と
説

明
す
る
。
患
者
さ
ん
の
体
の
痛
み
だ

け
で
な
く
、
心
の
痛
み
や
社
会
的
な

つ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

患
者
さ
ん
が
抱
え
る
痛
み
や
困
難
を

よ
く
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

「
患
者
さ
ん
の
心
の
声
に
耳
を
傾

け
、
共
に
悩
み
苦
し
み
、
精
一
杯
の

思
い
や
り
を
込
め
て
、
ミ
ス
の
な
い

良
質
な
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
こ

と
。こ
れ
は
す
べ
て
の
医
療
人
に
と
っ

て
の
普
遍
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

　

奥
澤
は
そ
う
力
説
す
る
。

　

鎮
痛
剤
が
効
か
な
い
患
者
さ
ん
が

家
族
に
体
を
優
し
く
さ
す
ら
れ
、
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
目
を
細
め
て
い

る
。
鎮
静
剤
を
用
い
て
も
不
穏
の
強

か
っ
た
患
者
さ
ん
が
、
家
族
と
並
ん

で
穏
や
か
な
表
情
で
い
る
。奥
澤
は
、

そ
ん
な
シ
ー
ン
を
た
く
さ
ん
見
て
き

た
。

「
必
要
な
の
は
、
静
か
な
熱
意
や
深

い
思
い
や
り
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
心
配
ご
と
は
な
い
で
す
か
』『
ご
家

族
は
お
元
気
で
す
か
』
と
切
り
出
す

と
、
身
の
上
話
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
聞
く
だ
け
で
、『
心
の

も
や
も
や
が
取
れ
た
』『
痛
み
が
楽
に

な
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た
り
し

ま
す
。
効
果
を
も
た
ら
す
の
は
薬
剤

だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
」

　

東
部
病
院
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に

は
、
精
神
科
出
身
の
緩
和
ケ
ア
内
科

部
長
も
い
て
、
奥
澤
と
共
に
チ
ー
ム

を
牽
引
し
て
い
る
。

「
彼
に
は
精
神
科
医
と
し
て
の
豊
富

な
経
験
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
患
者
さ

ん
か
ら
話
を
聞
き
出
す
の
も
う
ま
い

ん
で
す
。
お
互
い
専
門
分
野
が
異
な

る
の
で
、
知
識
を
共
有
し
、
補
い
合

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

奥
澤
の
朝
は
医
師
同
士
の
打
ち
合

わ
せ
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
緩
和

ケ
ア
チ
ー
ム
全
員
で
電
子
カ
ル
テ
を

見
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
情
報
を
共
有

し
、
誰
が
何
を
す
べ
き
か
を
話
し
合

う
。
そ
し
て
回
診
に
出
て
、
入
院
患

者
さ
ん
を
診
察
。
そ
の
際
、
各
診
療

科
の
看
護
師
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ

と
も
多
い
。
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
介

入
す
べ
き
患
者
さ
ん
が
い
る
と
、
病

棟
の
看
護
師
や
薬
剤
師
と
話
し
、
支

援
の
内
容
を
検
討
。
そ
れ
を
ま
た
各

診
療
科
の
医
師
と
共
有
す
る
。

　

さ
ら
に
、
東
部
病
院
に
は
「
緩
和

ケ
ア
外
来
」
も
あ
り
、
通
院
し
て
い

る
患
者
さ
ん
の
心
の
悩
み
を
中
心

に
、予
約
制
で
時
間
を
か
け
て
診
る
。

そ
の
他
に
、
院
内
の
研
修
や
各
種
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
勉
強
や
啓
蒙
の

た
め
の
活
動
が
多
数
あ
る
。
緩
和
ケ

ア
は
地
域
と
も
連
携
し
て
い
る
の

で
、
院
外
と
の
行
き
来
も
多
い
。

挫
折
せ
ず
続
け
る
こ
と
が
大
事

　

奥
澤
が
今
一
番
気
に
し
て
い
る
の

は
、「
緩
和
ケ
ア
は
診
断
さ
れ
た
と
き

か
ら
始
ま
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
ま

だ
広
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

「
緩
和
ケ
ア
と
聞
く
と
『
自
分
は
も

う
終
末
期
な
ん
だ
』
と
思
う
患
者
さ

ん
も
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
ん
で
す
」

　

そ
こ
で
、
患
者
さ
ん
や
家
族
向
け

の「
緩
和
ケ
ア
教
室
」や
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
が
ん
の

療
養
に
役
立
つ
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
要
約
し
た
動
画
を
奥
澤
が
中
心
と

な
り
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
で
自
主
制

作
し
た
。
こ
の
動
画
は
、
院
内
で
放

映
し
た
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。

「
私
た
ち
病
院
職
員
は
み
な
、
駅
伝

ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
立
場
も
仕
事
も
違
い
ま
す

が
、
病
院
と
い
う
組
織
を
支
え
て
、

一
人
一
人
が
た
す
き
を
携
え
後
輩
に

渡
す
べ
く
走
っ
て
い
る
。
挫
折
す
る

こ
と
な
く
、
病
院
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
た
め
に
」

　

挫
折
せ
ず
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
ん
な
小
さ
な
工
夫
も
す
る
べ

き
だ
し
、
そ
れ
が
業
務
の
改
善
に
つ

な
が
る

-

奥
澤
は
そ
う
考
え
て
い

る
。

　

そ
ん
な
奥
澤
の
熱
意
と
向
上
心
を

支
え
て
い
る
の
が
、趣
味
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ（
※
）

と
愛
犬
だ
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
は
、
始
め
て
も

う
30
年
以
上
。
木
材
か
ら
テ
ー
ブ
ル

や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て
い

る
。
無
我
夢
中
で
い
ら
れ
る
の
で
、

い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
る
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
愛
犬「
ミ
ル
ト
」と
接
す
る

こ
と
で
、
家
族
の
力
や
、
寄
り
添
う

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
、
癒
や
さ
れ

て
い
る
。

　

奥
澤
に
は
好
き
な
言
葉
が
あ
る
。

「
人
生
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
見
れ

ば
悲
劇
だ
が
、
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
で

見
れ
ば
喜
劇
で
あ
る
」
と
い
う
喜
劇

王
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
言
葉
だ
。

　

自
分
も
患
者
さ
ん
も
、
肩
の
力
を

抜
い
て
、
人
生
の
最
後
に
そ
ん
な
風

に
思
え
る
と
い
い
。
そ
の
た
め
の
情

熱
は
持
ち
続
け
た
い
、
と
語
っ
た
。

1953年生まれ。慶應義塾大学医学部卒業後、米
国マサチューセッツ総合病院に留学。済生会神奈
川県病院、佐野厚生総合病院勤務を経て、2017
年に再び済生会神奈川県病院に戻り、緩和ケア部
長を務める。2019年より済生会横浜市東部病院
に移り、現職。日本外科学会専門医・指導医、日
本消化器外科学会専門医・指導医、消化器がん
外科治療認定医、全国公私病院連盟顧問。

済生会横浜市東部病院
緩和ケアセンター長・緩和ケア内科専門部長・
消化器外科医

Seij i ro Okusawa
奥澤星二郎

東部病院を牽引するリーダーたちの姿・人柄・取り組みに迫ります。
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NEWS & TOPICS

WEB予約サービスを
開始しました
　泌尿器科・ロボット手術外来・道交法認知症外来・リプロダクション外来について、
初診の予約に限り、ウェブサイトから予約をお取りいただけるようになりました。インター
ネットにアクセスできる環境があれば、24時間いつでも、どなたでもご予約いただけます。
　WEB予約フォームへのアクセスは、下のQRコードからどうぞ。予約フォームに必要
項目をご入力いただき送信すると、確認用のメールが届きます。
　今後、本サービスは対象の科を増やしていく予定です。ぜひご利用くだ
さい。

現場スタッフの活力となる食べ物、ここぞ！のメニューなど、ご紹介します。

私のリフレッシュといえば、ミン
トタブレットです。ポケットに必
ず入れてあります。それもこの
緑の「クロレッツ」がいいんで
す。口に入れると、頭も気分
もすっきりして、再び「やるぞ！」
と気持ちのスイッチを入れるこ
とができます。

緩和ケア内科
医師 

奥澤

1日頑張った自分へのご褒美
や、のんびり過ごしたいときの
一杯として、スターバックスコー
ヒーのコーヒーフラペチーノを
飲みます。チョコチップをトッピ
ングするのが私の定番で、ほど
よい甘さに癒やされています。

リハビリテーション部
理学療法士
平塚

趣味でトライアスロンをしてい
て、日頃から高タンパクな食
事を心がけています。サラダチ
キンとオイコスヨーグルトが好
きです。小腹が減ったときに食
べて、仕事への活力を充電し
ています！

医事企画室
地場

「子どもと医療を結ぶ
  プロジェクト」開催
　子どもたちに医療や健康をより身近に捉えてもら
おうと、この夏、当院では「子どもと医療を結ぶプ
ロジェクト」として４つのイベントを開催しました。
　7月28日の「臨床検査の仕事を体験しよう！」で
は、小学５・６年生29名が、採血やエコーといった
検査業務を体験しました。8月25日には、ジョンソン・
エンド・ジョンソン株式会社との共催で「ブラック
ジャックセミナー」を実施。整形外科手術や超音波
メスを使った縫合、心肺停止患者の救命処置など
を中学生27名が体験しました。
　また、8月30日は、当院のCLS（チャイルド・ラ
イフ・スペシャリスト）による企画として、映画『子
どもが教えてくれたこと』を上映。慢性疾患の子ども
たちの暮らしを地域の皆さんにご覧いただきました。
　9月1日には、当院ロボット手術センター主催の先
端医療体験セミナーを開催。中学生7名とそのご家
族が最新鋭の手術支援ロボットの操作を体験し、そ
の様子は翌日の朝日新聞でも伝えられました。
　当院ではこうした取り組みを今後も続けていきます。地域の皆さまのご参加・ご要望
をお待ちしています。

● 済生会神奈川県病院 予防医療センター
　電話 045-432-1117（直通／平日9：00～15：30）

　近年、大腸がん（結腸がん・直腸がん）は著しく増加傾向にあります。
わが国における大腸がんの罹患数は、2017年の悪性腫瘍死亡率では、
男性3位、女性1位、男女計は肺がんに次ぎ第2位と高くなっています。
　ご家族に大腸がんや大腸ポリープのある方、また便潜血検査の結果
が陰性でも、50歳を超えたら一度は大腸内視鏡検査を受けることをお
すすめいたします。
　神奈川県病院予防医療センターでは、人間ドックや生活習慣病予防
健診のオプションとして大腸内視鏡検査をお受けいただけます。詳しく
は下記にお問い合わせください。

大腸内視鏡検査のご案内

済生会神奈川県病院 INFORMATION

INFORMATION

健康市民よこはま公開講座のご案内
● 12月10日（火） 14：00～16：00 
　「切らずに治そう！ 膝の痛み」　
　整形外科 谷川英徳・OLSチーム　
● 1月21日（火） 13：00～16：00
　「転ぶということ」　
　鶴見消防署・救急科 山崎元靖ほか
● 2月8日（土） 10：00～12：00
　「子供の肥満」　
　小児肝臓消化器科・栄養部・日本躰道協会

※いずれも無料・予約不要です。
　会場の当院3階「多目的ホール」に
　お越しください。

※泌尿器科・ロボット手術外来は紹介状が必要です。予約の際にご用意ください。

膀胱がんロボット支援手術
ランキング全国3位※

　近年、医療の現場では、患者さんの身体への負担を少な
くできることなどから、手術支援ロボットが活躍の場を広げて
います。当院でも2012年に横浜市で初めて手術支援ロボット
「ダビンチ」を導入してから、その実績を積み重ねてきました。
　『週刊ダイヤモンド』誌（10月19日号）の「選ばれるクスリ・
医者・病院」という特集記事において、「ロボット手術数ラン
キング」が発表されました。同誌編集部が全国の病院に行っ
たアンケートの結果、当院は累積総合ランキングで40位と発
表され、疾患別の手術数ランキングでは、膀胱がんで全国3
位（2018年度）となりました。
　また、当院泌尿器科は医師がダビンチの操作資格を取得するために訪れる症例見学
施設に指定されており、前立腺・腎・膀胱すべての手術について指定を受けている全
国で15施設しかない病院の一つです。
　今後もロボット支援手術の領域は広がると見込まれています。当院でも直腸がん（今
年度中）、肺がん・縦隔腫瘍（2020年度初め）の手術実施を準備しており、
ロボット支援手術はさらに拡大していく予定です。
　当院のロボット支援手術について、詳しくはホームページをご覧くださ
い。右のQRコードからアクセスできます。

※週刊ダイヤモンド
　編集部調べ

発行人：三角隆彦　
発行：済生会横浜市東部病院
編集・取材協力：株式会社モンタナセブンピクチャーズvol.28　2019年 12月 1日発行

〒230-8765 神奈川県横浜市鶴見区下末吉3-6-1
TEL：045-576-3000（代表）　FAX：045-576-3525
https://www.tobu.saiseikai.or.jp/

「私たちは、医療を通じて生命を守ります」安心して受けられる医療　
患者さんに優しい医療　常に一歩先の医療　地域社会に貢献する医療

理 念

1. 医療の質の向上　2. 患者さんとご家族の満足度の向上　
3. 患者さんが参加する医療の展開　4. 高度な急性期医療および専門医療の提供　
5. 地域から選ばれる病院作り　6. 働く職員のための病院作り　7. 安定した経営の確保

基本方針

どなたでも
ご参加
いただけます
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